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O P E N  C A M P U S 詳しくはHPをご覧ください。

随時受け付けます。お電話でご予約ください。

詳細・変更はホームページで都度お知らせしますので、ご確認ください。
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感謝の日礼拝

学校説明会

オープンスクール＆学校説明会

第1回小学校体験 平和の子になってみよう（年長児対象）

第2回小学校体験 親子陶芸教室（年長児対象）

イブニング説明会

平和祭

平和をともに①

平和をともに②

学校説明会

運動会

バザー

学校説明会＆学校見学

マラソン大会

学習発表会

学校説明会

小学校で遊んでみよう（年中児対象）
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Happy are those who work for peace

平 和 を つ く り 出 す人 た ち は
さ い わ い で あ る

Happy a re t hose who wo rk 
fo r peace



１９４６年に二人の創立者によって建てられた平和学園。

明日の平和をつくる子どもたちに未来を託した創立者の息吹を感じる学び舎。

ここで過ごす６年間はかけがえのないもの。

自然の恵みあふれる茅ヶ崎の地で
神さまと人とに愛され、のびのびと成長する

創 立 者

創立者から受け継いでいる願い

いのちを大 切にする子ども

神 さまによくいのる子ども

ひとのためにつくす子ども

よろこんではたらく子ども

自 然にしたしむ、 たくましい 子ども

よく考え、 くふうして学 ぶ子ども

いつでもどこでも平 和を つくる子ども

新聞記者として社会問題などを担当。貧
しい人たちのために伝道奉仕をしていた
賀川豊彦と出会い、キリスト教に入信。
教育界に入る。

キリスト教社会運動家としてキリスト教に
おける博愛の精神を実践。ノーベル平和
賞の他、文学賞候補にもあげられていた
ことが最近になって分かる。

Happy a re t hose who wo rk fo r peace

建学の精神

キリスト 教 信 仰 にもとづき、

自由で平 和 であたたかい愛の学 園 をきずき、

神 を 信 じ 隣 人を愛 する人、

真の平 和を つくるまことの人を世に送 り出す。初 代 学園 長 村島 帰之 1 8 9 1 - 1 9 6 5初 代 理 事長 賀川 豊彦 1 8 8 8 - 1 9 6 0
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建学の精神を受け、

具現化した三つの教育目標

「こころ」「まなび」「そだち」を柱に

教育活動を行っています。

「神さまの前で自分自身を見つめ育つ謙虚で柔和な心」

「自ら学び、解決しようとする意欲」

「関わりの中で生まれるたくましさ」

それらをしっかり育て見守りながら

子どもたちと先生は一つの家族のように過ごします。

そんなアットホームな空気が

この学校にはあります。

平 和 学 園 校 歌

由木 康：作詞　津川 主一：作曲

1 2 3
あさ日にはえて　そそり立つ

富士のたかねの　しらゆきに

み神のすがた　しのびつつ

たえず進まん　きよきみち

平和　平和　ああ　平和

平和学園　わが母校

くろしおよする　うみの辺の

松のこかげに　わきいずる

知識の泉　くみあげて

いよよはげまん　愛のわざ

平和　平和　ああ　平和

平和学園　わが母校

太平洋の　かなたより

吹けよしおかぜ　この園に

のぞみに生くる　わこうどは

ともにきたえん　身とたまを

平和　平和　ああ　平和

平和学園　わが母校

こ こ ろ
m i n d平 和 学 園 小 学 校 の

3 つの教 育 目 標
3  e d u c a t i o n a l  g o a l s

L e a r n

ま な び

G r o w t h

そ だ ち

平
和
学
園
で
つな

が
る
育
ち

知 識 の 泉  く み 上 げ て  い よ よ 励 ま ん  愛 の わ ざ

み 神 の す が た  し の び つ つ  た え ず 進 ま ん  き よ き み ち

の ぞ み に 生 く る  わ こ う ど は 　 と も に き た え ん  身 と た ま を

好 奇 心 を 刺 激 する 様 々な 取 り組みで、
視 野を広げる

オリジナル教育とオリジナル教材が
一人ひとりの子どもの力を伸ばす

キリスト 教の 教 えに 基 づき、
平 和 を願 う 子どもを育む

祈りが毎日の生活をつくり支える

少人 数 教 育 だ からこそ、
一人ひとりが生 かされ 共 に育 ちあう

横のつながりと縦のつながりが自律を促し、
真の平和をつくるまことの人を育てる
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選 択音楽
〈4･5･6年生〉金管・打楽器・合唱から
1分野を選び、専門家の先生から学びます。

命の学習
〈全学年〉成長に合わせて体と心の育ちを学び、
命について向き合います。

体 験 か ら ま な ぶ
L e a r n i n g  f r o m  e x p e r i e n c e

学びのサイクルを積み重ね、豊かに育ちます

蓄える
発見・経 験

挑戦する
体験・探究

準備する
調べる・話し合う

伝える
発 信・表現する

学んだことを伝えること
が、誰かの「やってみよ
う！」につながります。

「やってみよう！」「「知りた
い！」という子ども達のや
る気が引き出されます。

新たな体験が自分の世界
を広げ、自ら学び、考える
力が育ちます。

できた喜び、身についた
力が自信となり、新たな
一歩につながります。

体 験 の サ イ ク ル

体 験 をかさねて成 長するへいわの子
H e i w a n o k o  g r o w s  u p  t h r o u g h  r e p e a t e d  e x p e r i e n c e s

詳しくはHPをご覧ください。

0605

たっぷり体験することを通して、子ども達の学びを深めていきます。
机上の学習での知識だけでなく、自分の手と足を使って五感を働かせる体験学習から探究心を育み、

学ぶことの喜びを獲得していきます。

好奇心を刺激する様々な取り組みで、視野を広げる

沖 縄修学旅 行 ・ マリン体験
〈6年生〉平和、文化、環境を学び、
心の目で見たことを人々に伝えます。

〈全学年〉収穫感謝礼拝に合わせ、
5年生が全児童分の豚汁を作り、ふるまいます。

〈全学年〉山中湖で縦割りグループによる
共同生活をします。

児 童会行事
〈全学年〉児童会が主体となって企画、
運営、進行などまるごと担います。

スキー教室
〈５・６年生〉3泊4日の宿泊行事。
プロによるレッスンが上達を促します。

豚汁昼食会

自然 教室

班をまとめるのは
大変だけど、
楽しかった！

みんなで
力を合わせるって

気持ちいい！

今度は
私たちの番だ！

おとまりは、
ちょっとドキドキ。

ぼくが生まれたのは
奇跡なんだ！

平和のバトンを
つないでいきたい！

できるようになるって
楽しい！

6年生は
かっこいいな〜。

自分にも
リーダーができた！

トランペットを
ふいてみたいな。

体
験
か
ら
ま
な
ぶ



少 人 数 で そ だ ち あ う
n u r t u r e  e a c h  o t h e r  i n  s m a l l  g r o u p s

一 人 ひ と り が 輝 け る
e a c h  p e r s o n  s h i n e s

支 え あ い 乗 り 越 え る
s u p p o r t  e a c h  o t h e r  a n d  o v e r c o m e

ど ん な 事 に も 向 き 合 え る
c a n  f a c e  a n y t h i n g

詳しくはHPをご覧ください。
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Voice

1
学 校 は
おうちで す！
笑いあえる。安心でき
る。共に考え乗り越えら
れる。6学年がまるで一
クラス、家族のように育
ちあう。ここは、もうひと
つのおうちです。

Voice

2
友 情 が
とて も深 くなる
たくさん遊んで、たくさん
ぶつかる。自分の存在
が認められ、だからこそ
友だちにも寄り添える。
少人数だからこそのあた
たかさと育ちがここには
あります。

Voice

4
グラウン ドが
広く使 える！！
様々な学年が一緒に遊
ぶ休み時間のグランド
は、子どもたちの天国。
遊びから学びあえる環
境。少人数だからこそ
広 と々使えるグランドも、
この学校の魅力です。

Voice

3
少人 数の
実 力 系！！
何といっても、一人ひとり
の出番が多い。経験が
気づきを生み、自信につ
ながり、心も学びもぐんぐ
ん伸びる子どもたち。学
習の集大成「卒業論文」
は圧巻です。

1 学 年 は 1 クラス

家 族 のような関わりあい

自由であたたかな環境

Point

1
Point

2
Point

3

P O I N T

少
人
数
で
そ
だ
ち
あ
う



平 和 の 子 の 歩 み

～ 平 和 を つ く り 出 す 人 と な る た め に ～

ふ く ら む み つ め る

さ さえる に な う

で あ う つ く る
「はじめて」がいっぱいの1年生。
上級生や先生に見守られ、生活も
学習もゆっくりと確実に身につけて
いきます。

高学年として本格的に動き出す学
年です。多くの行事や児童会活動
を通して自分をみがき、人を支える
ことを学びます。

最上級生として温かく1年生を迎
え、優しくたくましく全体のまとめ
役を担っていきます。また平和学習
や卒論を通して、本校の学びの集
大成に取り組み、心に「平和」を
携えて巣立っていきます。

学校生活にも慣れ、友達の中で豊か
に学び、遊びます。たくさんの関わり
を通して心を耕し、個性を輝かせます。

高学年の仲間入り。愛されている自
分、命の尊さを学びます。与えられ
ているものに感謝し、自分に何がで
きるかを見つめ、深めます。

「挑戦すること」が増えます。「でき
ないこと」に出会います。そしてそ
れを乗り越えていく。一人ではなく
二人で、そしてみんなで。力を合わ
せ、心をこめて共につくる喜びを味
わいます。

● 入学式
● イースター礼拝
● 創立記念礼拝
● プレイデー

● 自然教室 ● 水泳教室
● オープンスクール
● 修学旅行（６年）
● 感謝の日礼拝

● サーフィン教室
　（4 年）

● 学芸会（隔年実施）

● 運動会（隔年実施）

● 遠足（1・2 年）

● 夏休み ● バザー
● キリスト教強調週間
● 収穫感謝礼拝
● 陸上記録会

● 平和をともに ● クリスマス礼拝 ● 席書大会
●おもてなし会

● スケート教室
　（3・4 年）
● スキー教室
　（5・6 年）
● マラソン大会
● 一日入学

● 学習発表会
● 6 年生を送る会
● 卒業式

April

4
May

5
June

6
July

7
August

8
September

9
October

10
November

11
December

12
January

1
February

2
March

3

4年
5年 6年

1年間のあゆみ
O u r  l i f e  i n  a  Y e a r

6年間のあゆみ
O u r  l i f e  o f  6  y e a r s

We  g r o w  u p  s t e p  b y  s t e p

1年
2年

3年
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平 和 学 園 の 一 日
O u r  d a y s  i n  H e i w a  G a k u e n

8 : 2 5 8 : 4 0 9 :1 5 - 12 :3 09 : 0 0 12:30-13:35 13:35-15:00 放 課 後

● 警備員の配置・防犯カメラ設置
● 登下校時間以外の 正門施錠
● 登下校メール制度あり
● 防犯・防災訓練の充実
● タタメットの持ち歩き習慣化
● 登校時の体調確認

本校の学童保育はNPO法人ちがさき学童
保育の会が担っています。活動場所は平
和学園内に設けられています。本校とも情
報交換・連携をしながら運営されています。

（有料）

アフタースクールは学園が運営する習い
事です。アフタースクールとしてバレエ、ダ
ンス、華道、書道、サイエンスなどを開講
(2022年度)しています。（講座によって
は有料）

小学生は誰でも利用可能です。登校時は辻
堂ー学校間を直行しますので速くて便利です。
下校時には茅ヶ崎便も運行しております。
料金も安く、安心して利用できます。

学童保育  晴れハレへいわ 学びに広がりが生まれます安全性と利便性を兼ね備え
毎日運行しています

1年生の学び 6年生の学び 安心して通える学校です

安 全
S a f e t y

学 童 保 育
E x t e n d e d  C h i l d  c a r e

アフタースクール
E x t e n d e d  C h i l d  c a r e

 スクールバス
S c h o o l  b u s

平
和
学
園
で
過
ご
す
毎
日

おはようございます！
みんなであいさつ。
今日はどんな学校生活が
待っているかな。

全校児 童・先生で
礼拝をします。
自分を見つめる
大 切な時間 。

読 書 タイム 。
朝 の生 活リズムが
つくられていきます。

少人数で、
わかりやすく教 えてくれるのが
平和学園流！

待ちに待ったお昼ごはん。
カレーやパン、
おにぎりの注 文もできます。

オリジナル 教 材や
本物学習の授業はもちろん、
時には学年を越えた合同授業も
平和学園ならでは！

補習や、希望制の
アフタースクール。
もちろん、自由に
遊ぶ時間もあります。

登 校 礼 拝 午 後 の 授 業午 前 の 授 業朝 の 時 間 昼食 ・ 昼休 み 放 課 後

月 火 水 木 金

1 社会 国語 算数 学級会
（委員会） 国語

2 体育 聖書 音楽 読書 英会話

3 理科
家庭科 総合

（ICT） 理科 体育
総合

4 算数
家庭科 総合

（ICT） 理科 社会
総合

昼食＆お昼休み

5 国語
家庭科

社会 算数 算数
国語

6 選択
音楽

算数
クラブ

国語 書写

7 英会話

月 火 水 木 金

1 国語 国語 算数 学級会 国語

2 算数 英会話 書写 国語 算数

3 音楽 算数 国語 図工 生活

4 国語 体育 読書 図工 音楽

昼食＆お昼休み

5 聖書 生活 ―― 国語 体育

6 ―― ―― ―― ―― ――

1211
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H e i w a  F a m i l i e s  a r e  F o r e v e r

茅ヶ崎市の東南に位置する平和学園小学校は、少人数を誇りとして 歴史を繋げてきた
学校です。校舎内にも人と人の間にも温かな風が吹く、まるで家族のような学校です。先生も児童も自

分のありのままの姿で過ごせるこの環境は創立以来の姿であり、創立者の願いでもあります。小学校時代に
よく学びよく遊び、そして仲間と共に生きる喜びを知って欲しいというその願いを受け止めて送る学校生活に
は、大人が想像できない経験がたくさん詰まっています。一学年から六学年までの児童がきょうだいのように
自然と触れ合い、その中にも礼儀や相手の気持ちなどを考えながら適度な距離感を持ち、物事の大切さを
学ぶ。その児童の姿は、平和学園ならではのものであると思います。私たちは、児童が大人に近づいていく
前の小学校生活が豊かであること、深く広いものであることを大切にしています。神さまは児童一人の存在
を尊び、「それでよい」と励まし愛で包んでくださり、そして、その一人ひとりが繋がることの大切さを教えてく
ださっているのです。私たちは愛されるために生まれてきたこと、たとえどのようなことがあっても神さまが愛
し導いてくださることを教育の柱として学校生活が成り立っています。一人では生きて行けないからこそ、小

学校という6年間に五感をたくさん働かせて人格形成の土台を作り、また、共に助け合う仲間と共に過ご
す場所の小学校であり続けたいと思います。

私は今の自分があるのは平和学園小学校で学んだ
おかげだと、とても思っています。私は5年生の時に
児童会書記、6年生の時に児童会会長を務めまし
た。「上下関係なく互いに支え合い、褒め合う」少
人数のクラスだからこそ仲間との結束感がとても強
く、大学になった今でもその関係は続いています。ま
た、先生方も学年に関係なく、自分が迷った時には
そっと背中を押し寄り添ってくださいました。仲間が
大変な時は協力し合うまわりを思いやる心、絆の大
切さを学び、私の心のベースになっています。そし
て、卒業論文です。私のテーマは「書道パフォーマン
ス」。毎年6年生が卒論を作り上げていく輝かしい
姿は私の憧れでした。卒論を書くことで、一つのこと
をじっくりと研究し極める大切さを学びました。その
おかげで 書道の魅力に益々惹かれ、私は今、書道
家を目指し大学で書道を学びながら、地域で書道パ
フォーマンスを披露しています。小学生の感性豊か
な時期に卒論があったからこそ、将来の夢や道標に
なったと感じています。平和学園小学校は小学校生
活だけではなく、その後の人生をより魅力的にしてく
れる小学校だと私は卒業生として誇りに思います。

世代をこえた平和学園の仲間たち

平和学園小 学校 長　橘明子

卒業生　荒井理 紗子

「こころ」「まなび」「そだち」を柱に教育
活動を行っている平和学園小学校では、
6年間、子どもと先生と家族のように時
間を過ごします。小さな学校だからこそ、
一人ひとりがこの学校の大切な一員とし
て平和をつくりだすという使命を担いま
す。共に喜び、時に悲しみ、悩み、話し合
って解決していく。そういう経験を積み重
ねていくことで、心もからだもぐんと成長
し、たくましさが育っていく過程を我が子
に見ることができました。平和学園小学校
の6年間で、今後生きていくために必要な

「自分の足でしっかりと立つ」土台を築く
ことができたのは、かけがえのない宝物だ
と感じています。

202 2年度PTA会長　

中島愛

202 3 年度児 童会長　新井焰
平和学園小学校は一学年一クラスで、平和学園で過ごす友達も先生

も「平和ファミリー」と言います。みんながきょうだいみたいで、転校してくる子
もすぐになじめます。楽しい時も大変な時も、必ずだれかが近くにいてくれます。先

生は悩み事の相談や、行事のアドバイスもしてくれます。授業でわからないこともクラス
メイトと一緒に取り組みます。そして、学校生活で大切なのは「他学年との関わり」です。
休み時間には一緒に遊び、運動会、学芸会、自然教室と、多学年と関わる機会が豊富にあ
ります。その中で自分の意見をみんなに伝えます。たまには意見が合わずぶつかることもあ
りますが、お互いの意見を尊重しながら話し合って解決します。また、平和学園小学校では

毎朝全学年が集まって礼拝をします。そこで僕が最初に教えてもらった事は、いつでも神
さまがそばにいてくれるという事です。神さまに心を向けて、嬉しい時、悲しい時、悩

んでいる時は、神さまにお祈りという形で捧げます。平和ファミリーの神さま、先
生、友達が大好きなので、僕は児童会長として、一人ひとりが友達の心

に耳を傾けられるよう、もっと平和にしていきたいです。
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